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胤度,'rl'強調 画 像 で 均 一で 著 明真電信号を呈し,特徴

的であった ,

3)MRlが有効であ ー'た｢l腔底腫暗
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m腔底部には,舌筋,舌骨上勝群などと言った穫府の

細かい厳が存在 し,画像上でそれらを同意するのは比較

的困難である,

今回我 は々 口腔托部に発育 した魔境し')1例を報告 し

上.

Siこ11く1打叩hy.C'r.utras(1nOgrこIPhyの向像上では

ll-sut)linguLLIspこICe内に陣場L')存在は疑えたものL71,

藤痴とその周囲の筋との位置関係を明確に把握できなかっ

た.

しか L争MRⅠ画像上では,厳癌の存在がより明確に

描出古,打て上り,1卜m11日hyoidm.LI-_恒･oLllOSSuSm.

及び st)rl()glossuhm.とに腫噂机和才,!1. 仁万で顎 卜

腺と接 しているといった,解剖学的な位置開陳を明確に

把握することができた.

Lたがって,奪回の症例においては MR王が有用で

あったと考えられる,

射 頭 部 M民葺上興味ある所見と経過を墨した

･サJLノコイ ド--･シスLITう1例

湯川 寅男 ･三浦 恵子 (新潟大学放射線科)
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例T,:撞脅し上.症例は39歳男性.頭蓋内F~王lL進症状で発

症 した症例である.胸部写薬では B乱 が認められ

確詮は′計上検iこよ---､て得!､)わた. 入院時L])頭部 MLtl

ではよく道断さIILる結節性病変か第二脳室,Monro孔

を充満するように認められ" そのため両側側脳室が著明

に拡大 してし､た.同様の病変は鞍 卜槽､Magendie孔.

Luschkこl孔にも存在した. 以後./しドニゾ【7ン 60mg

で治療を開始 しき頭部 MRⅠで経過を観察 したところ,

臨床症状の軽快とともにそれらの病変は著明に減少 し側

脳室の大きさも正常化してきた.本症例は,MltIがサ

ル コイ ド- シスの中枢神経病変の評価と経過観察に有用

であった症例といえる,

5)SIALO-CT の意義
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唾液腺疾患の診断において,当料では CT 呆キャソ

時に唾液腺造単三を行う eT-Sialogri-1Phyを施行 してし､

Cr傑上比較検討L.興味深 い結果を得たのて親告する.

まず第 -に､腺組織上腫･*恒 ')dt_.nsitl,にか とり差が

無い場 合 . noTl-Si;110.し1)rr 上二だけでく･よそLf)局在眉 ま-･-,

きりせず.Cr-SiIllt)i,t･tlPhI･を施行するt軒で肺楊HF.lJ鞘

膜組織とを区別する寮ができた.第二に,鷹癌が腺体の

表層近 くにある域 合 non-Siこ110.の CT 傑出 卜亡.は･二三一

れが腺倦内にあるのか腺体外をこあるのか判別 し難 く,こ

影される車で判定の手掛かりとする寮ができた.唾液腺

腫轟の診断をこおいて, 鷹慶の局在を知る車は非常をこ蒐費

であるが,a -Sialo鍔raPhyはそれをより明確に描出す

る挙が可能であり応用価値があると思われる.
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症例 1は摘才の男凪 主訴は腰部隊商感と全身倦怠敵

昭和 58年 6月主訴出現,近医にて腹部腫癖と腹水を指摘

きれ 腹水の細胞診で腹膜中皮腫の診軌 化学療法行わ

れるも改善みられず翌年 見離 こ死亡 剖検の結果,腹膜

偽粘液腫.原発は虫垂(')粍液性腺癌ハ疑い.症例1,LL62

才の女性 主訴は胃部圧迫感と下腹部膨満鼠 昭和63年

9月より主訴出乳 平成元年4月には両下肢の浮腰 も出

現し,婦人紬 こて同年6月に本庄の診断で手術きれた.

奉症の画像 いり特徴_亡-して,(l′1'てこ土人恥 r)脂水･Scこ11-

lopぬg･Septatiom,uS では腹水中の 多数の隔壁や無

数の高エコ-スポットを挙げることができる.本症例で

これらの所見を認めた.CT 上 癌性腹膜炎 ･腹膜中皮

腫,結核性腹膜炎等との鑑別は困難である. 上記 uS

の所見や腹水中の石灰化の所見は本症に比較的特徴的と

されるが,診断をこぼ病歴 ･臨床症帆 血液や腹水の所見

等を必要とすることも多い.本症例にて USの所見は

有用であった.


